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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 125,159 △12.9 10,217 △15.5 10,311 △14.0 9,336 △8.3

22年3月期第3四半期 143,767 △1.6 12,091 73.0 11,986 64.3 10,176 157.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 99.18 81.82
22年3月期第3四半期 109.96 92.26

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 105,912 48,789 44.7 503.08
22年3月期 95,880 42,062 42.5 432.90

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  47,359百万円 22年3月期  40,753百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 7.00 12.00
23年3月期 ― 7.00 ―

23年3月期 
（予想）

7.00 14.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 170,000 △4.9 11,000 5.2 10,800 4.0 9,000 0.2 95.60



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により異
なる場合があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】５ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 96,290,850株 22年3月期  96,290,850株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  2,152,341株 22年3月期  2,150,281株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 94,139,525株 22年3月期3Q 92,551,546株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

業績の状況 

 当第３四半期におけるわが国経済は、緊急経済対策や消費刺激策、新興国を中心とした外需等により一部に景

気の改善が見られましたが、依然として所得環境は厳しく個人消費の低迷が続きました。また、海外経済におき

ましても、米国の量的金融緩和策による景気回復の兆しが見られたものの、欧州における財政不安など、総じて

先行き不透明な状況が続いております。 

 玩具業界の年末商戦におきましては、定番商品や一部のヒット商品の販売が好調に推移しましたが、市場全体

では中低価格帯商品の販売が中心となる厳しい経営環境が続きました。 

 このような環境のもと、当社グループでは2009年度から2012年度を「改革の４年」と位置づけ、玩具事業への

経営資源集中とグローバル展開を柱として新たな成長ステージに向けた改革を推進しております。中期経営計画

においては、 

 １．アジア地域の玩具事業拡大 

 ２．ボーイズ商品のグローバル化 

 ３．定番事業の強化・拡大 

の３つの重点課題に取り組むことで、2013年３月期に連結営業利益率８％の達成を目標としております。 

 当第３四半期の連結売上高は、海外展開が本格化している現代版ベーゴマのメタルファイト ベイブレードや

トミカ、リカちゃんなどの定番商品が売上を順調に伸長させましたが、前年同期に急増したトランスフォーマー

関連商品の売上反動減や子会社におけるテレビゲーム卸の取扱量減少などもあり、125,159百万円（前年同期比

12.9％減）となり、営業利益10,217百万円（同15.5％減）、経常利益10,311百万円（同14.0％減）、四半期純利

益9,336百万円（同8.3％減）となりました。 

  

（報告セグメントの概況） 

 当社グループは第１四半期より、マネジメント・アプローチに基づく報告セグメントとして前年度までの所在

地別セグメントによる開示と同様の情報を開示しております。 

                                                   （単位：百万円）

  

＜日本＞ 

 個別業績につきましては、メタルファイト ベイブレードが、テレビアニメと連動した魅力的な新商品投入、

店頭イベントの拡大、さらにはグローバル商品としてのヒット化により、売上に大きく貢献しました。定番商品

では、販売40周年を迎えたトミカの「スーパーオートトミカビル」などトミカワールドシリーズ商品や、プラレ

ールでは「きかんしゃトーマス」関連商品、リカちゃんではドールおよびハウスが売上を伸ばしました。 

 国内子会社で展開する事業につきましては、㈱タカラトミーアーツのガチャ事業およびぬいぐるみ事業、㈱ト

ミーテックの鉄道模型などの販売が堅調に推移いたしました。しかしながら、トイズユニオン㈱におけるテレビ

ゲーム卸の取扱量減少やアパレル事業の㈱ティンカーベルでの販売不振など、一部玩具周辺事業が苦戦いたしま

した。 

 以上の結果、売上高113,747百万円（前年同期比13.7％減）、営業利益11,737百万円（同10.0％減）となりま

した。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  

売上高 セグメント利益又は損失（△）

当第３四半期 
連結累計期間 

前第３四半期
連結累計期間 

前年同期比
増減 

当第３四半期
連結累計期間 

前第３四半期
連結累計期間 

前年同期比
増減 

日本  113,747  131,872  △18,124  11,737  13,041  △1,303

欧州  7,178  8,458  △1,280  △13  411  △425

北米  617  863  △246  △0  50  △50

アジア  22,430  22,100  329  982  1,176  △193

合計   143,973  163,294  △19,321  12,706  14,679  △1,973

消去又は全社  △18,813  △19,527  713  △2,488  △2,587  99

連結  125,159  143,767  △18,607  10,217  12,091  △1,874
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＜欧州＞ 

 ７月からトミカの欧州販売を開始し好評を博するとともに、イタリア・ロシアなど中規模市場での販売が堅調

に推移いたしました。しかしながら、全体としては、個人消費の低迷によるクリスマス商戦での売上不振や、ラ

イセンス契約が終了した「きかんしゃトーマス」関連商品を代替する新規商材の立ち上げに時間がかかっている

ことなどにより、売上高は7,178百万円（前年同期比15.1％減）、営業損失13百万円（前年同期営業利益411百万

円）となりました。 

＜北米＞ 

 ９月末からトミカの北米市場への出荷がはじまりましたが、テレビゲームソフトは既存商品に特化した販売を

行っており、売上高617百万円（前年同期比28.6％減）、営業損失０百万円（前年同期営業利益50百万円）とな

りました。 

＜アジア＞ 

 メタルファイト ベイブレードにつきましては、香港では10月に「ベイブレード ギネス世界記録イベント」

の開催、韓国ではテレビアニメシリーズ２作目の放送がスタートするなど、積極的なマーケティング展開を進

め、関連商品の販売も好調に推移いたしました。定番商品では、12月に中国 上海においてトミカのモデル店舗

をオープンさせ拡販を進めるなど、玩具販売が堅調に推移し、生産コストの上昇要因はあるものの、売上高

22,430百万円（前年同期比1.5％増）、営業利益982百万円（同16.5％減）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

〔資産、負債及び純資産の状況〕  

＜資産＞ 

 流動資産は、前連結会計年度末に比較して10,624百万円増加し、72,757百万円となりました。これは主

として現金及び預金が減少した一方で売上債権が増加したことによるものです。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比較して571百万円減少し、33,058百万円となりました。これは主と

して株式相場の下落を受け、投資有価証券の時価が減少したことによるものです。 

＜負債＞ 

 流動負債は、前連結会計年度末に比較して4,311百万円増加し、34,151百万円となりました。これは主

として短期借入金の増加によるものです。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比較して1,006百万円減少し、22,970百万円となりました。これは主

として社債の約定償還および長期借入金の約定弁済を行ったことによるものです。 

＜純資産＞ 

 純資産は、前連結会計年度末に比較して6,726百万円増加し、48,789百万円となりました。これは主とし

て利益剰余金の増加によるものです。 

〔キャッシュ・フローの状況〕  

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」）は、前連結会計年度末に比

較して4,299百万円減少し、22,339百万円となりました。 

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞  

 当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは331百万円の支出となりまし

た。これは主として、税金等調整前四半期純利益9,984百万円、減価償却費3,089百万円、仕入債務の増加

1,568百万円等による資金の増加に対し、売上債権の増加12,357百万円、たな卸資産の増加2,080百万円、

法人税等の支払651百万円等による資金の減少があったことによるものです。 

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞  

 当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは2,411百万円の支出となりまし

た。これは主として、有形固定資産の取得2,093百万円および無形固定資産の取得886百万円等による資金

の減少があったことによるものです。 

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞  

 当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは1,077百万円の支出となりま

した。これは主として、短期借入金の増加（純額）4,407百万円等の資金の増加に対し、長期借入金の返

済2,267百万円、社債の償還1,280百万円、配当金の支払1,290百万円等による資金の減少があったことに

よるものです。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第４四半期は、主力グローバル商材であるベイブレードやトランスフォーマー関連商品などの玩具販売の更なる

拡大に注力しており、経費コントロールの徹底も含め概ね計画どおり推移する見込みであります。従いまして、通

期業績予想につきましては、平成22年11月２日公表数値に変更はありません。  
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法については、当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年

度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒

見積高を算定しております。 

② 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略して前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方式に関しては、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る

減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。 

④ 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。 

⑤ 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10

日）を適用しております。 

    これによる経常利益および税金等調整前四半期純利益への影響はありません。 

②資産除去債務に関する会計基準の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31 

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これにより、営業利益および経常利益はそれぞれ12百万円、税金等調整前四半期純利益は36百万円減少してお

ります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は80百万円であります。 

③企業結合に関する会計基準等の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成

20年12月26日）を適用しております。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,620 26,929

受取手形及び売掛金 30,215 18,299

有価証券 264 264

商品及び製品 11,158 9,418

仕掛品 397 306

原材料及び貯蔵品 1,123 1,080

繰延税金資産 3,853 3,533

その他 3,585 2,654

貸倒引当金 △462 △354

流動資産合計 72,757 62,132

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 13,145 13,363

減価償却累計額 △7,318 △7,430

減損損失累計額 △421 △453

建物及び構築物（純額） 5,405 5,480

機械装置及び運搬具 2,418 1,618

減価償却累計額 △1,484 △1,350

減損損失累計額 △0 △0

機械装置及び運搬具（純額） 933 267

工具、器具及び備品 26,876 29,248

減価償却累計額 △25,256 △27,642

減損損失累計額 △101 △109

工具、器具及び備品（純額） 1,517 1,496

土地 9,813 9,830

リース資産 2,957 3,344

減価償却累計額 △1,463 △1,733

減損損失累計額 △136 △136

リース資産（純額） 1,358 1,475

建設仮勘定 387 1,070

有形固定資産合計 19,415 19,620

無形固定資産   

のれん 105 －

その他 1,992 1,809

無形固定資産合計 2,097 1,809

投資その他の資産   

投資有価証券 3,693 4,139

繰延税金資産 4,736 4,634

その他 3,445 3,780

貸倒引当金 △329 △354

投資その他の資産合計 11,545 12,199

固定資産合計 33,058 33,629
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

繰延資産   

社債発行費 95 118

繰延資産合計 95 118

資産合計 105,912 95,880

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,013 10,627

短期借入金 7,295 3,031

1年内返済予定の長期借入金 824 2,410

1年内償還予定の社債 1,550 1,850

リース債務 1,016 1,205

未払金 4,610 4,956

未払費用 3,888 4,073

未払法人税等 383 518

引当金 277 607

繰延税金負債 9 13

その他 2,282 545

流動負債合計 34,151 29,840

固定負債   

社債 2,310 3,290

新株予約権付社債 12,300 12,300

長期借入金 2,214 2,388

リース債務 446 431

繰延税金負債 1,096 1,097

再評価に係る繰延税金負債 632 632

退職給付引当金 2,467 2,276

その他の引当金 239 239

負ののれん － 79

その他 1,263 1,242

固定負債合計 22,970 23,977

負債合計 57,122 53,818
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,459 3,459

資本剰余金 6,744 6,823

利益剰余金 42,378 34,344

自己株式 △1,319 △1,318

株主資本合計 51,261 43,309

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 126 299

繰延ヘッジ損益 △665 43

土地再評価差額金 △7 △6

為替換算調整勘定 △3,355 △2,892

評価・換算差額等合計 △3,902 △2,555

新株予約権 356 230

少数株主持分 1,073 1,078

純資産合計 48,789 42,062

負債純資産合計 105,912 95,880
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 143,767 125,159

売上原価 99,156 82,589

売上総利益 44,610 42,569

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 1,912 1,446

保管費 1,910 2,082

広告宣伝費 6,561 6,666

給料手当及び賞与 9,941 10,181

研究開発費 1,718 1,552

支払手数料 1,732 1,721

その他 8,741 8,701

販売費及び一般管理費合計 32,518 32,352

営業利益 12,091 10,217

営業外収益   

受取利息及び配当金 64 62

負ののれん償却額 321 349

その他 371 346

営業外収益合計 758 759

営業外費用   

支払利息 315 202

為替差損 274 211

持分法による投資損失 54 43

その他 217 207

営業外費用合計 862 665

経常利益 11,986 10,311

特別利益   

固定資産売却益 5 11

投資有価証券売却益 48 －

役員退職慰労引当金戻入額 42 －

貸倒引当金戻入額 35 42

子会社清算益 － 79

その他 11 13

特別利益合計 143 147

特別損失   

固定資産売却損 2 6

固定資産除却損 141 205

投資有価証券評価損 232 54

減損損失 208 18

前渡金清算損 178 －

子会社清算損 － 93

その他 108 96

特別損失合計 872 475

税金等調整前四半期純利益 11,257 9,984

法人税等 1,011 622

少数株主損益調整前四半期純利益 － 9,361

少数株主利益 69 25

四半期純利益 10,176 9,336
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 11,257 9,984

減価償却費 2,810 3,089

減損損失 208 18

投資有価証券評価損益（△は益） 233 54

支払利息 315 202

売上債権の増減額（△は増加） △19,394 △12,357

たな卸資産の増減額（△は増加） △354 △2,080

仕入債務の増減額（△は減少） 3,828 1,568

未払金の増減額（△は減少） △86 162

未払費用の増減額（△は減少） △10 △78

その他 980 △100

小計 △212 462

利息及び配当金の受取額 65 62

利息の支払額 △318 △204

法人税等の支払額 △626 △651

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,092 △331

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △118 －

定期預金の払戻による収入 595 11

有形固定資産の取得による支出 △1,305 △2,093

有形固定資産の売却による収入 27 22

無形固定資産の取得による支出 △933 △886

投資有価証券の取得による支出 △220 △5

子会社株式の取得による支出 △4 △3

その他 △109 543

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,067 △2,411

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △543 4,407

長期借入金の返済による支出 △954 △2,267

社債の償還による支出 △1,303 △1,280

新株予約権付社債の発行による収入 5,246 －

株式の発行による収入 50 －

配当金の支払額 △895 △1,290

自己株式の取得による支出 △5,833 －

自己株式の処分による収入 8,428 －

その他 △1,066 △647

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,126 △1,077

現金及び現金同等物に係る換算差額 △115 △334

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △149 △4,155

現金及び現金同等物の期首残高 21,492 26,638

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△34 △155

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 11

現金及び現金同等物の四半期末残高 21,308 22,339
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 該当事項はありません。  

  

  

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日）  

（注）１．国または地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な国または地域 

欧 州：イギリス、フランス 

北 米：アメリカ合衆国 

アジア：中国、タイ等 

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．国または地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な国または地域 

欧 州：イギリス、フランス等 

北 米：アメリカ合衆国等 

アジア：中国、韓国等 

その他：中南米等 

３．海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
欧州

（百万円）
北米

（百万円）
アジア

（百万円）
計

（百万円） 

消去又は
全社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高               

 外部顧客に対する売上高  130,621  8,454  863  3,827  143,767  －  143,767

 セグメント間の内部売上高 

 又は振替高 
 1,250  3  －  18,273  19,527  (19,527)  －

計  131,872  8,458  863  22,100  163,294  (19,527)  143,767

営業利益  13,041  411  50  1,176  14,679  (2,587)  12,091

  欧州 北米 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  10,148  9,598  6,144  665  26,557

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  －  －  143,767

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
 7.1  6.7  4.3  0.5  18.5
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〔セグメント情報〕 

① 報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、玩具および玩具周辺事業（ベンディング事業、家庭用ゲームソフト、キッズアパレル、映像 

等）を、国内外にて展開しております。 

 当社グループは、中期経営戦略の最重点課題のひとつとして「グローバル展開の強化」を掲げ、日本・欧州・北

米・アジアの４極体制を確立し、グローバル市場対応の商品開発・生産・物流プロセスを徹底させつつ、地域特性

に応じた価格戦略、マーケティング体制、戦略的アライアンスの活用等を推進しております。 

 このような状況を踏まえ、当社グループは第１四半期より、マネジメント・アプローチに基づく報告セグメント

として前年度までの所在地別セグメントによる開示と同様の情報を開示しております。 

  

② 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）       (単位:百万円) 

   

③ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

（差異調整に関する事項）                  （単位:百万円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

   （追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

   

④ 地域に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）           (単位:百万円) 

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しています。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

  日本 欧州 北米 アジア 合計 

売上高           

 外部顧客への売上高 112,816 7,174 609  4,559 125,159

 セグメント間の内部売上高又は振替高 931 3 8  17,870 18,813

計 113,747 7,178 617  22,430 143,973

セグメント利益又は損失（△） 11,737 △13 △0  982 12,706

利益 金額

報告セグメント計  12,706

セグメント間取引消去  77

全社費用（注）  △2,560

その他の調整額  △5

四半期連結損益計算書の営業利益  10,217

  日本  欧州 北米 アジア その他 合計

Ⅰ 売上高  101,958  9,040  7,127  6,367  665  125,159

Ⅱ 連結売上高に占め

る割合（％） 
 81.5  7.2  5.7  5.1  0.5  100.0

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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